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	OPEN CAMPUS
	おたる国際福祉・観光専修学院
	「人を支え、地域を創り、世界とつながる」
	01 / 30
	第1章 未来はここから始まる
	新しい一歩


	NEW STEP

	ここから、新しい人生が始まる。
	多文化共生の理念のもと、おたる国際福祉・観光専修学院は誕生しました。豊かな自然と歴史に育まれた小樽から、人を支え、地域に貢献する確かな一歩を共に踏み出しましょう。
	02 / 30
	第1章 未来はここから始まる
	なぜ今この学校なのか



	時代が求める「福祉」と「観光」の融合
	少子高齢化
	地域社会を支える介護・福祉専門職のニーズはかつてないほど高まっています。

	地域活性化
	若者の力で、小樽・北海道の豊かな資源を活かした地域創生を実現します。

	観光立国
	世界中から人々が訪れる一流の観光都市で、本物のホスピタリティを学びます。

	多文化共生
	多様な文化を持つ仲間たちと日常を共にし、グローバル社会で活躍する力を。
	03 / 30
	第2章 小樽というキャンパス
	小樽だからできる学び




	OTARU IS YOUR CAMPUS
	小樽運河、歴史的建造物、それから美しい海と山に囲まれた坂の街。
	豊かな歴史と最先端の観光課題、そして福祉の現実が目の前にある。だからこそ、教室のなかだけでは学べない、生きた知識と感性を身体で吸収することができます。



	この街そのものが教科書。
	04 / 30
	第2章 小樽というキャンパス
	地域課題先進地で学ぶ意味

	おたる国際福祉・観光専修学院

	介護福祉学科「3つの売り」
	既存の介護に利用者を合わせるのではなく、利用者とともに考え、温かい介護を「創造」するプロを育てます。
	豊かな枝葉を広げる大木のように、揺るぎない土台（人間力・倫理観・基本技術）と太い幹を丁寧に育成。
	坂道が多く、高齢化率が高い小樽。現実の福祉課題が残るこの街で学ぶからこそ、真の実践力が身につきます。
	05 / 30
	第3章 二つの学科
	学校紹介



	TWO DEPARTMENTS
	■ 介護福祉学科
	生活の支援、医療的ケア、人間関係。人を深く理解し支えるスペシャリストを育成。

	■ 観光学科
	ホテル・旅館経営、航空、おもてなし。小樽を舞台に世界とつながる観光 of プロを育成。


	響き合う、二つの専門性。
	06 / 30
	第4章 介護福祉学科

	CARE WELFARE
	優しさを、一生モノの技術にする。
	介護の基本、生活支援技術、人間の尊厳と自立。最先端の設備が揃う介護実習室で、基礎からじっくりと確実に学びます。
	介護福祉学科授業時間
	総単位数



	1,867 時間
	85 単位

	人を支える、確かな専門知識。
	07 / 30
	第4章 介護福祉学科
	実践的な学び

	PRACTICAL EDUCATION

	「知識と技術」を学び、 「心」を添える。
	一歩ずつ、確実に実践的な技術を修得
	ベッドからの立ち上がり介助や車椅子の動かし方、シーツ交換、そして障害のある人や高齢者の入浴介助まで。多様な現場を網羅したカリキュラムにより、幅広いケアを体験しながら自信を育てます。
	08 / 30
	第4章 介護福祉学科


	CLINICAL PRACTICE

	現実の介護現場、福祉施設で学ぶ
	1年次から始まる介護実習で、本当の実践スキルを。
	介護実習 Ⅰ (1年次) - 合計35日間
	基本的なコミュニケーションや生活支援技術の実地体験からスタート。実際の福祉施設で、優しさと技能をどう活かすかを体得します。

	介護実習 Ⅱ (2年次) - 合計22日間
	個々の利用者に合わせた「考え、創造する介護」を、実際の計画策定を通じて学びます。
	09 / 30
	第4章 介護福祉学科


	ACTIVE LEARNING

	仲間と意見を交わし、 創り上げる。
	動画で見る：グループワーク授業
	介護の学びは一人では完成しません。仲間たちの様々な視点を共有し、チームで最高の生活支援プランを討論する。多文化共生の環境の中で、本当の「寄り添う力」と協調性を育みます。
	🎥 介護福祉学科 グループワーク授業動画
	※右の動画を再生して、活気にあふれた実際の授業風景をご覧いただけます。

	10 / 30
	第4章 介護福祉学科



	2年間の学びから、国家資格「介護福祉士」取得へ
	STEP 1
	基礎と演習
	1年次に介護の基盤、人間の尊厳、こころとからだのしくみを講義と校内演習で習得します。


	STEP 2
	介護実習
	実際の介護現場（施設や病院など）で計57日間の実地実習を行い、実践的な判断力と現場対応力を鍛えます。


	STEP 3
	国家試験・卒業
	2年間のカリキュラム修了と卒業により、「介護福祉士」国家試験受験資格を獲得し、合格を目指します。


	GOAL
	介護福祉士 取得
	一生モノの国家資格。 病院、介護施設、障害者施設など、日本全国どこでも100%求められ活躍できる、確固たるスキル。
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	第4章 介護福祉学科


	FULL-TIME FACULTY

	いつも親身に寄り添う、専任教員
	　教務主任
	山谷 里希子（看護師・保健師）
	介護福祉士の教育に情熱を傾ける、本学科の柱。
	　専任教員
	石田 潔 （社会福祉士）
	人間と社会の関係、コミュニケーションについて優しく教えます。

	　専任教員
	墨谷 昌子 （介護福祉士）
	実践的かつ細やかな介護技術、生活支援を優しく教えます。

	　専任教員
	牧田 智恵 （看護師）
	医療的ケアや、身体の仕組みに関する専門科目を優しく教えます。


	EXPERT LECTURERS

	現場のリアルを伝える、豪華講師陣
	内田 香理
	認知症を正しく深く理解し、心に寄り添う最先端のケア技法を伝授。

	三浦 富美彦
	発達と老化のしくみ、生活をより自立へと導く機能回復訓練を指導。

	菊地 英人
	地域一体で人々を支える「地域共生社会」の仕組みを詳しく解説。

	瀬戸 明菜
	障害を個性として尊重し、暮らしを豊かにする伴走支援を教えます。
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	第5章 観光学科
	学科紹介

	TOURISM DEPARTMENT

	世界が惹かれる 「おもてなし」を。
	観光の最前線で求められる、グローバルスキル。
	小樽の美しい運河や歴史遺産を、実際に体験しながら学ぶ独自のフィールドワーク。
	日本一寿司屋が多い小樽ならではの、「食」と「サービス」を深く研究。
	ホテルの現場実務や航空ビジネス、企画から実務までのキャリアに直結する講義。
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	第5章 観光学科
	小樽で学ぶ観光



	WORLD-CLASS DESTINATION

	世界的観光都市・小樽が、 学びの最前線。
	港町の風を感じ、グローバルな需要を目の当たりにする。
	年間数百万人もの観光客が国内外から訪れる小樽。ホテル、旅館、飲食、そして地域イベントなどの多彩な実務体験を通して、世界のトレンドに対応できる高い感性と、最先端のホスピタリティ・ビジネスを磨きます。
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	第5章 観光学科


	PRACTICAL CURRICULUM

	本物の現場をリアルに体験。
	一流の実務を体得し、即戦力のプロフェッショナルへ。
	航空・グランドスタッフ・CA実務
	実際のフライト、航空業務をカリキュラムに導入。世界に通じるマナーと英語力を徹底的に鍛え上げます。

	F&B・レストラン・ホテルマネジメント
	ホテルのフロント、飲食、宴会オペレーションなどの実地研修。給与やキャリアアップに直結するホテルビジネス実務スキルを修得します。
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	第5章 観光学科


	FULL-TIME FACULTY

	一線の知見を伝える、専任教員
	ホテル経営専任
	前川 勝美
	「ホテル経営のエキスパート」。経営視点から現場実務までを伝授。
	観光・歴史専任

	高野 宏康
	「観光と歴史」。小樽の歴史遺産と観光ビジネスの結びつきを指導。
	グローバル観光専任

	高橋 真史
	「世界とつながる」。世界水準のサービスと国際観光戦略を学びます。

	EXPERT LECTURERS

	業界を知り尽くした、第一線のプロ
	青木 哲郎
	吉井 妙
	佐々木 綾乃
	斎藤 昌幸
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	FUSION OF DISCIPLINES

	福祉と観光の融合が生み出す、新しい価値。
	おもてなしの心で福祉を深め、福祉の優しさで観光を拡張する。
	01. ユニバーサル・ツーリズム
	高齢の方や障害を持つ方など、すべての人々が安心して楽しめるバリアフリーの旅やユニバーサルサービス。観光と福祉、双方の専門性が交わることで実現する新しい観光の形を学びます。

	02. 地域共生社会の設計
	多国籍の留学生と日本人学生が共に暮らす小樽。地域の人々と触れ合いながら、多様な人々が助け合い、活発に交わりながら輝く豊かな地域社会を創り出す力を習得します。

	03. 極限のホスピタリティ
	元客室乗務員（CA）やホテル元経営陣が伝える世界水準のおもてなしマナーと、介護福祉の現場で求められる寄り添う姿勢。この二つが美しく交わることで、唯一無二のサービスマインドが磨かれます。
	第7章 学校生活
	友達ができる学校


	CAMPUS LIFE & FRIENDS
	国籍や文化を超えた、かけがえのない仲間たち。
	おたる国際福祉・観光専修学院では、日本各地から集まる日本人学生と、世界各国から夢を抱いて集まる留学生たちが共に生活し、同じ教室で机を並べて成長します。授業、グループワーク、形成される何気ない日常の会話を通じて、一生続く深い友情と、真の国際感覚が自然に育まれていきます。



	一人じゃない。だから楽しい。
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	第7章 学校生活
	みんなで食べる

	SHARED MEALS
	食堂でも、街のレストランでも、広がる笑顔。
	昼休みや放課後は、最高の憩いの時間。小樽自慢のグルメや、から揚げ定食・温かいラーメンなどをテーブルで一緒に囲みます。食べることは、お互いの文化を理解する最高の方法。美味しい食事とともに会話が弾み、笑い声が飛び交う賑やかな日常がここにあります。



	美味しいご飯が、心を繋ぐ。
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	第7章 学校生活
	校長との距離が近い

	少人数だからできる、特別な教育。

	校長先生とも、いつでも話せる。
	和気あいあいとしたランチ懇親会や日々の対話。
	おたる国際福祉・観光専修学院は、一人ひとりを主役にする「少人数徹底教育」にこだわっています。教員と学生の距離が近いのはもちろん、なんと校長先生とも食堂で机を囲んでランチを食べ、未来の夢や日々の悩み、楽しかった体験をフランクに直接おしゃべりすることができます。まるで大家族のような温かいアットホームさが魅力です。
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	第7章 学校生活
	昼休みも楽しい



	SPORTS & EXERCISE

	身体を動かして、笑顔がはじける。
	言葉がいらない、スポーツを通じたピュアな交流。
	昼休みや体育の時間には、広々とした体育館で日本人学生も留学生も混じってサッカーやフットサルをプレー！ パスを送り合い、ゴールを決めてハイタッチを交わす。言葉の壁なんて、一緒に走っていればあっという間に吹き飛んでしまいます。思いきり汗を流すことで心も身体もリフレッシュ！
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	第7章 学校生活
	学校の一日


	DAILY TIMELINE

	充実した一日のサイクル
	8:30〜9:00
	9:00〜12:00
	12:00〜13:30
	13:30〜17:00
	登校
	天狗山からの美しい景色を見ながら、清々しく一日が始まります。

	午前の講義・演習
	介護実技、ビジネスマナー、英語、観光経営などの専門授業。

	昼休み（昼食・スポーツ）
	自慢の素晴らしい眺望が広がる学生食堂でのランチ、体育館でのスポーツ。

	午後の講義・演習・放課後
	実地を意識した密度の濃い授業。下校後はアルバイトや友達との小樽散策など。
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	第8章 地域と世界をつなぐ
	週末の小樽



	WEEKEND IN OTARU

	小樽を遊び、小樽を愛する。
	海が見えるテラスで過ごす、最高の休日。
	週末は一人の生活者として、小樽・後志の街を満喫。港でおこなわれる地域イベントに参加したり、レトロなカフェで読書をしたり、テラスで爽やかな潮風を感じながらおしゃべりを楽しんだり。四季折々に表情を変えるこの美しい街での暮らしそのものが、あなたの心を豊かに育みます。
	23 / 30
	第8章 地域と世界をつなぐ
	世界から集まる仲間



	WELCOME TO OTARU

	小樽へようこそ！
	多様な国から、大きな夢を抱いた仲間が到着。
	ネパール、バングラデシュ、モンゴル、ベトナム、中国、スリランカ……。世界各国の若者たちが、福祉と観光を本気で学ぶためにこの小樽の駅に降り立ちます。最初は言葉や生活習慣に不安があっても、学校のあたたかい日本語サポートや生活相談体制、そして何より日本の仲間たちが笑顔で温かく出迎えることで、すぐに笑顔と安心が広がっていきます。
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	第8章 地域と世界をつなぐ
	多文化共生



	MULTICULTURAL HARMONY

	異なる文化が響き合い、 お互いが最高のパートナーになる。
	日本人学生と留学生が「共に生き、共に学び、共に成長する」のが、この学校の日常です。
	日常会話や授業、行事、日々の食事を通じて多文化を直接理解し合うことで、自然とグローバル社会で当たり前に通用する視野と、国籍を超えて多様性を愛し寄り添う「多文化共生」の心が誰の胸にも育まれていきます。
	25 / 30
	第9章 未来へ羽ばたく
	成長の証



	GROWTH & DIGNITY

	誓いの言葉、凛々しく。
	引き締まった表情と、未来に向けた力強い瞳。
	入学式や節目となる式典、理事長・校長から証書を受け取る瞬間。新入生代表の述べる誓いの言葉には、これから始まる豊かな学びへの熱い想いと、人を支える専門職、国際観光を拓く人材になるという高い志が満ちています。自ら選択したこの道を進み、2年間で頼もしく、美しく成長していく。そのストーリーが、今ここから始まります。
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	第9章 未来へ羽ばたく


	COMMUNITY COLLABORATION

	地域とともに育ち、 支えられる学校。
	『地域とともに育つ学校』
	私たちの学校は、小樽市や後志の福祉・観光業界、そして温かい地域の方々に全力で支えられています。開校式に並んだ多くの来賓の方々や、実地研修の提携先企業、イベント実習で交流する住民の皆様。
	地域社会から深く期待され、愛されているからこそ、学生たちには本物の実習先、最高に温かい交流の場、安全な生活環境、そして卒業後の強固な就職ネットワークが最初から用意されています。
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	第9章 未来へ羽ばたく
	卒業後の未来



	描く未来は、無限に広がっている
	介護・福祉・医療
	人を深く支えるスペシャリスト
	特別養護老人ホーム、障害者福祉施設、総合病院での生活支援から、認知症ケア・リハビリの専門指導員。
	主な就職先：病院、福祉施設、行政など


	ホテル・航空・観光
	世界とつながる一流のおもてなし
	国内外の一流ホテル、老舗高級旅館、航空会社（グランドスタッフ・客室乗務員）、大手旅行会社、観光企画会社。
	主な就職先：観光施設、国内外のホテルなど


	地域づくり・キャリアアップ
	地方創生・さらなる挑戦へ
	ユニバーサル・ツアーを企画する観光起業家、小樽後志地域の観光プロモーション団体、国内外の福祉観光コンサルティング。
	将来の展望：起業、キャリアアップ、大学編入など
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	おたる国際福祉・観光専修学院
	キャンパスでの笑顔



	OUR PRECIOUS DAYS
	かけがえのない笑顔、あふれる日々。
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	ここで出会う仲間が、 人生を変える。
	小樽から未来へ
	人を深く慈しみ、地域と共に成長し、世界と結ばれていく。おたる国際福祉・観光専修学院で過ごす密度の高い2年間は、あなたにとって一生涯の財産となるはずです。仲間たちと一緒に、輝く一歩を踏み出してみませんか。
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